
泉
北
教
組
は
、
３
月
３
日

に
和
泉
市
教
育
委
員
会
と
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。
泉
北
教

組
が
事
前
に
提
出
し
た
「
要

求
項
目
」
、
和
泉
市
教
委
の

交
渉
前
「
文
書
回
答
」
、
交

渉
の
場
で
の
「
最
終
回
答
」

は
以
下
の
通
り
で
す
。

〔
Ⅰ
〕
和
泉
市
豊
か

な
心
を
は
ぐ
く
む

授
業
公
開
実
施
要
綱

〔
要
求
項
目
〕
「
平
成
28
年

度
和
泉
市
豊
か
な
心
を
は
ぐ

く
む
授
業
公
開
実
施
要
綱
」

を
撤
回
す
る
こ
と
。

〔
文
書
回
答
〕
撤
回
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

〔
要
求
項
目
〕
前
回
泉
北
教

組
へ
の
回
答
「
内
容
に
つ
い

て
は
学
校
や
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
各
学
校
が
決
定
す
る
。

新
し
い
取
組
み
で
も
よ
い
し
、

既
存
の
取
組
み
を
こ
れ
に
位

置
づ
け
て
も
よ
い
。
」
を
再

確
認
す
る
こ
と
。

〔
文
書
回
答
〕
公
開
す
る
際

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
で
決
定
す
る
も
の
で
す
。

〔
最
終
回
答
〕
「
和
泉
市

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
授
業

公
開
」
は
、
和
泉
市
教
委
が

各
学
校
に
実
施
を
指
示
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
実
施
主
体

は
各
学
校
で
あ
る
。

〔
Ⅱ
〕
指
導
方
法
の

工
夫
改
善
定
数
の配

置

〔
要
求
項
目
〕
【
資
料
】
に

あ
る
よ
う
に
、
「
習
熟
度
別

指
導
」
の
具
体
的
な
方
法
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
の
自
主

性
を
尊
重
す
る
こ
と
。
特
定

の
方
法
へ
の
書
き
換
え
を
押

し
つ
け
な
い
こ
と
。

〔
文
書
回
答
〕
学
校
が
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き
、

取
組
み
を
行
っ
て
い
く
上
で
、

効
果
的
な
活
用
と
な
る
よ
う

指
導
助
言
を
行
っ
て
い
く
。

〔
要
求
項
目
〕
【
資
料
】
に

あ
る
よ
う
に
、
数
値
目
標
の

記
入
を
強
制
し
な
い
こ
と
。

〔
文
書
回
答
〕
加
配
教
員
の

配
置
に
よ
る
効
果
を
検
証
す

る
た
め
の
指
標
の
一
つ
と
し

て
記
入
し
て
も
ら
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

〔
最
終
回
答
〕

①
「
指
導
方
法
の
工
夫
改
善
」

の
目
的
は
学
力
向
上
で
、
そ

の
方
法
に
は
Ｔ
Ｔ
・
単
純
２

分
割
指
導
も
あ
り
、
習
熟
度

別
分
割
指
導
も
そ
の
方
法
の

一
つ
で
あ
る
。

②
「
習
熟
度
別
分
割
指
導
が

全
体
の
３
０
％
以
上
」
と
の

指
導
に
は
、
時
間
内
の
一
部

分
割
や
同
教
室
内
で
の
分
割

を
含
む
の
は
、
大
教
組
と
府

教
委
の
確
認
通
り
で
あ
る
。

③
習
熟
度
学
習
が
効
果
が
あ

る
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

よ
る
定
性
的
分
析
資
料
は
あ

る
が
、
今
在
籍
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
に
つ
い
て
習
熟
度

別
指
導
を
行
っ
て
い
な
い
場

合
と
の
比
較
・
分
析
し
た
資

料
は
な
い
。

④
来
年
度
、
指
導
担
当
者
の

研
修
（
意
見
交
換
を
含
む
）

す
る
機
会
を
設
け
る
予
定
で

あ
る
。

〔
Ⅲ
〕
中
学
校

統
一
テ
ス
ト

〔
要
求
項
目
〕
今
後
「
統
一

テ
ス
ト
」
を
実
施
し
な
い
よ

う
市
町
村
教
委
か
ら
府
教
委

に
働
き
か
け
る
こ
と
。
と
り

わ
け
、
新
３
年
「
統
一
テ
ス

ト
」
の
実
施
を
行
わ
な
い
よ

う
に
働
き
か
け
る
こ
と
。

〔
文
書
回
答
〕
そ
の
よ
う
に

働
き
か
け
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

〔
要
求
項
目
〕
今
後
「
統
一

テ
ス
ト
」
に
市
町
村
教
育
委

員
会
と
し
て
参
加
し
な
い
こ

と
。
と
り
わ
け
、
６
月
23
日

の
３
年
「
統
一
テ
ス
ト
」
に

参
加
し
な
い
こ
と
。

〔
文
書
回
答
〕
不
参
加
は
考

え
て
い
な
い
。

〔
要
求
項
目
〕
「
統
一
ル
ー

ル
」
に
従
っ
て
中
学
１
年
・

２
年
の
調
査
書
評
定
の
是
正

を
強
制
し
な
い
よ
う
、
府
教

委
に
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
。

〔
文
書
回
答
〕
そ
の
よ
う
に

働
き
か
け
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
声

が
あ
る
こ
と
は
伝
え
た
い
。

〔
要
求
項
目
〕
貴
教
育
委
員

会
か
ら
各
中
学
校
調
査
書
評

定
の
是
正
を
強
制
し
な
い
こ

と
。

〔
文
書
回
答
〕
「
統
一
ル
ー

ル
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
も

の
で
あ
る
。

〔
最
終
回
答
〕

①
学
校
の
評
定
・
調
査
書
評

定
と
も
、
『
目
標
準
拠
評
価
』

に
移
行
す
る
こ
と
は
当
然
の

方
向
で
あ
り
、
府
教
委
が
基

準
を
示
す
こ
と
は
必
要
で
あ

る
。

②
学
校
の
評
定
と
調
査
書
評

定
が
一
致
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
が
、
決
定
す
る
の
は
各

学
校
で
あ
る
。
府
教
委
の
統

一
ル
ー
ル
を
各
学
校
に
強
制

で
き
な
い
し
、
ル
ー
ル
通
り

に
行
わ
れ
た
か
検
証
は
で
き

な
い
。

③
統
一
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

検
証
が
必
要
と
考
え
る
。

〔
Ⅳ
〕
交
渉
全
体
を

通
し
て

〔
最
終
回
答
〕
教
育
に
強

制
は
な
じ
ま
な
い
。

№２０３９ 泉北教育 ２０１６年４月１８日 （２）

教職員の生活と権利を守るため、泉北教組に加入してください。

【資料】

「習熟度別指導」に関して、大教組に対
する府教委の説明と回答（2015年12月18日）

の一部

○「教科や単元によっては、同一学級内での習熟度別

学習も、習熟度別指導の一形態とみなす。」

○「同一学級内で、授業時間の途中から習熟度別学習

を取り入れた場合、『習熟度別指導』１時間とカウン

トしてもよい。（たとえば、ローマ字やそろばんの授

業の後半に、習熟度別学習を取り入れた場合など）」

○「習熟度別の時数、習熟度別指導の割合を記入する

ように求めているが、『～時間以上』や『～％以上』

などの基準を学校に押しつけるものではない。子ども

の実態、学校・地域の実情に応じて、現実的な数字の

記入を求めている。」


